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―社寺に祀られた郷土ゆかりの人びと 
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都道府県別に一覧できる初の事典
●信仰の対象となった古今の人物1,300人と関連社寺1,500ヶ所●

9784816924491

●全国の神社・寺院などに祀られた郷土
ゆかりの人物（祭神）と祀り先の社寺等
を都道府県別に一覧できる初の事典です。

●天皇・貴族、武将、政治家、軍人、産業・
開拓の功労者、一揆を指導した義民など、
神社の祭神から寺院や小祠などで祀ら
れる人物1,300人と社寺等1,500ヶ所を
収録しています。

●各人物のプロフィールと業績に加え、
祀られた神社・寺院等の所在地、その
由来、祭神にまつわる御利益などもわ
かります。

●「人名・事項名索引」「社寺名索引」付き。

菅原道真、安倍晴明はどこの社寺に祀られているか。
日本全国の祀られた人物と社寺の概要を、この一冊で総覧

●収録人物例●
愛新覚羅浩　満洲国皇帝溥儀の弟溥傑の妻：愛新覚羅社（山口県）
青木昆陽　江戸中期の儒者・蘭学者：昆陽神社（千葉県），神明社境内 いも神社（埼玉県）
安倍晴明　平安時代中期の陰陽師：晴明神社（京都府）安倍晴明神社（大阪府）
伊能忠敬　江戸後期の測量家：開拓神社（北海道）
お岩　東海道四谷怪談のモデル：於岩稲荷　陽雲寺（東京都），於岩稲荷田宮神社（東京都）
大石内蔵助　赤穂四十七士指導者：大石神社（兵庫県），大石神社（京都府）
柿本人麻呂　『万葉集』の代表的歌人：柿本神社（兵庫県），高津柿本神社（島根県）ほか
鎌倉景政　平安末期の武将：御霊神社（神奈川県）ほか
建礼門院　安徳天皇の生母：水天宮（東京都），水天宮（福岡県）ほか
高麗若光　奈良時代の高麗氏の始祖，渡来人：高麗神社（埼玉県）
佐倉惣五郎　江戸時代の義民：口ノ宮神社（千葉県），宗吾霊堂（秋田県）ほか
新七　江戸時代（享保期）の義民：新七稲荷（長野県）
菅原道真　平安時代前期の公卿：北野天満宮（京都府），太宰府天満宮（福岡県）
清少納言　「枕草子」著者：清少納言霊社（京都府）
平将門　平安時代中期の武将：神田明神（東京都），国王神社（茨城県）ほか
高雄太夫　江戸の傾城：高雄稲荷社（東京都）
武田信玄　戦国武将：武田神社（山梨県）
鉄龍海　最後の即身仏：出羽湯殿山・南岳院（山形県）
東郷平八郎　明治・大正期の軍人：東郷神社（東京都）
増田敬太郎　明治期の警察官“警神”：増田神社（佐賀県）
松平定信　江戸時代中後期の大名・老中：鎮国守国神社（三重県）
ロベルト・コッホ　細菌学者：コッホ北里神社（埼玉県）

…etc.
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京都府

◇和気清麻呂　わけのきよまろ　　天平5（733）年生～延暦18（799）年2月21日没

姉の広虫（法均尼）が後宮女官であった称徳（孝謙）天皇に重用され、恵美押勝の乱などで活躍し、
昇進して従五位下・近衛将監となる。神護景雲3（769）年「道鏡を皇位につけよ」という宇佐八
幡の神託が偽りであると奏上したため、道鏡により別部穢麻呂と改名を受け、大隅に流される。翌年
天皇が崩じて道鏡も没落すると京に戻され、まもなく本姓・本位に復す。桓武天皇に重用され、摂津
大夫、民部大輔、中宮大夫、民部卿を務め、従三位に昇進。また長岡京の造営や平安京遷都にも大き
な役割をはたし、法令集「民部省例」などを編纂した。出生地　備前国（岡山県）　別名　別部穢麻呂

祀 護王神社　ごおうじんじゃ　所在地　京都府京都市上京区烏丸通下長者町下ル桜鶴円町385

もともとは和気清麻呂が創建したとされる高雄山神護寺境内に、清麻呂の霊社として祀られていたと伝えられ、

明治７（1874）年に護王神社と改称し、明治19（1886）年現在の場所に移り、のち清麻呂の姉・和気広虫も合

祀された。「清麻呂が大隅に配流となった際、道鏡が放った刺客に襲われたが、突如現われた猪によって助けら

れ、足の傷も治った」という伝説から、境内には狛犬の代わりの石猪のほか、猪にちなんだものが置かれ、“い

のしし神社”としても親しまれている。また、猪に助けられた時に清麻呂の足の傷が治ったといわれることから、

足腰の病気、怪我の回復に御利益があるとされる。旧別格官幣社。

　祭神　主祭神：和気清麻呂公命・和気広虫姫命，配祀：藤原百川公命・路豊永卿命

◇和気広虫　わけのひろむし　　天平2（730）年生～延暦18（799）年1月20日没

和気乎麻呂の娘で、清麻呂の姉。孝謙上皇に仕え、上皇の出家に従い剃髪して法均と号す。上皇（称徳
天皇）の腹心として重用されたが、神護景雲3（769）年「道鏡を皇位につけよ」という宇佐八幡の神託
を確認する役を任ぜられた際、弟の清麻呂を代行させ、神託が偽りであると清麻呂が奏上すると、還俗
させられて備後に流された。翌年天皇が崩じて道鏡も没落すると京に戻され、光仁・桓武朝でも女官と
して重きをなし、正四位上・典侍に昇った。　出生地　備前国（岡山県）　別名　法均尼，別部狭虫，
藤野別真人広虫

祀 護王神社　ごおうじんじゃ　→　和気清麻呂（わけのきよまろ）

地域史・民俗史の
基礎調査だけでなく、
観光スポット探訪にも

役立つ！

好評
既刊 ●官公庁・国際機関が認めた全国の地域遺産4,700件

事典・日本の地域遺産―自然・産業・文化遺産
　A5・430頁　定価（本体12,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2394-4　2013.1刊

●日本全国の産業・文化・歴史の発祥地を集成

日本全国 発祥の地事典
　A5・560頁　定価（本体9,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2369-2　2012.7刊

●日本三景、名水百選、日本の灯台50選など

事典・日本の観光資源―○○選と呼ばれる名所15000
　A5・590頁　定価（本体8,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2086-8　2008.1刊


